
 

 

小規模多機能ホーム福ちゃんの家 

平成 31年度 第 6回 運営推進会議 
 

開催日時 平成 31 年 3月 16（土） １４：００～ 

開催場所 福ちゃんの家 2階コミュニティルーム「TSUDOI」 

 

運営推進委員 

下荒井町内会長 堀江 達郎 様 （欠席） 

下荒井地区民生委員 吉野 洋美 様 渡邊 牧子 様 

七郷地域包括支援センター 矢野 直美 様  

すず薬局六丁の目店 柳 利樹 様  

堀田 修クリニック 大山 道雄 様  

福ちゃんの家 利用者家族代表 武田 信夫 様(欠席)  

計画作成担当/介護職員 叶内 亜紀  

福ちゃんの家 社長/管理者 福井 大輔 鈴木 隆洋 

 

 

 

 

     議  題 

１、 福ちゃんの家より報告 

２、 七郷地域包括支援センター様より 

３、 民生委員様より 

４、 すず薬局様より 

５、 利用者家族様より 

６、 堀田修クリニック様より 

７、 その他 報告・連絡 など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

１、 福ちゃんの家より報告 

 

（１） 事業所の登録状況（平成 31年 3月 15日現在） 

 

 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 

男  性 0名 1名 4名 1名 1名 0名 0名 

女  性 0名 0名 9名 8名 0名 3名 0名 

合  計 0名 1名 １３名 9名 1名 3名 0名 

 

      合計  27名登録 ・ 平均要介護度  1.77（要支援者含まず） 

 

    うち自費利用：要支援 1-男性 3名、女性 0名 

           要支援２-男性 0名、女性 1名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新規利用契約者】 

◎Ｋ様・・栃木県宇都宮市のサ高住に入居されていたが、仙台で暮らす息子夫婦との関わりを増やしていきたいという家族の要望

あり。アンダンチレジデンスに転居し、通いで週 3～4回の福ちゃんの家利用開始。その他はレジデンスで訪問として対

応。 

 

◎Ｏ様・・1月腰椎圧迫骨折のため萩の風ショートステイ利用中。身の回りのことは自力で出来ること多いが、金銭管理や 

     服薬管理が困難。外出して戻れなくなり、警察に保護されることも 2度あり。ショートステイ終了後のサービス利用に 

     ついて相談あり。週 3回の通い利用、その他は 1日 2回の訪問利用でのサービス開始。 

425 436

512
491 494

408

483
519

554 548 548 563

133 133

177
151 162

129

0

100

200

300

400

500

600

H30.09 H30.10 H30.11 H30.12 H31.1 H31.2

サービス利用状況

通い 訪問 宿泊



◎Ｔ様・・高柳病院に約６年入院されており、今月退院予定。娘様との二人暮らしとなるが、娘様は変則勤務や出張もあり、在宅

に戻る事での不安あり相談。週５回の通い、訪問は週２回、出張時は宿泊利用される形で４月よりサービス開始予定。 

 

◎Ｍ様・・市営住宅独居で生活中。3月に体験利用 2回されており、今月中に契約の予定。 

 

◎Ｓ様・・現在訪問ヘルパー（買い物のみ）利用されており、自力で入浴は行えていない。家族の小規模利用希望あり見学へ来所。 

     今後契約予定。 

【契約終了者】 

◎Ｔ様・・通い時体調面の不安あり、福ちゃんの家を宿泊利用されていたが、呼吸苦、意識の混濁見られ若林病院受診。ＣＯＰＤ

悪化により入院。体調回復せず契約終了。先日鶴ケ谷の老健へ移られる。 

 

 

（２） 事業所の事故報告（平成 31年 1月 12日～平成 31年 3月 15日現在） 

上記期間での事故報告について報告いたします。 

事 故 項 目   

転倒 ・ 転落 8件 1/12 ソファへ座り損ね転倒 

1/12 玄関マットにつまずき転倒 

1/18椅子からの立ち上がり時ふらつき転倒 

1/30 乗車時にバランスくずし転倒 

2/15 早朝トイレに起きた際に居室入り口で転

倒。（受診に行き異常なし） 

2/21 歩行器使用の利用者、ベッドより一人で

起きられベッドサイドでの転倒。 

2/23 インフルエンザ罹患者、居室内独歩での

転倒（受診にてレントゲン異常なし） 

2/24 上記インフル罹患者、居室内独歩での転

倒。 

 

誤飲 ・ 誤嚥 0件  

切 傷 等 0件  

苦情 0件  

車 輌 事 故 1件 事業所駐車場での洗車のため車移動の際、サイ

ドミラーを壁に擦る。 

 

ひやりハット報告 

ひやりハット 3件 1/14 確認不足での夕方訪問抜け 

3/4 事業所からたけしま歯科への離設 

   （ヤマザワへ行こうとしていた） 

3/5 ソファ付近での落薬 

 

 

 



＊事業所内でインフルエンザ発生 

・利用者計 5名、職員 3名のインフルエンザが発生。 

・2/18通いの利用者 1名発症の連絡受け、同居の利用者の通いを控えていただき訪問対応にて対処。 

・2/23宿泊利用者１名発症、居室対応を開始。翌日からの通い利用を制限、訪問対応への切り替えを本人、家族へ説明。 

 家族の都合により２名の方は通いの継続。 

・2/24宿泊利用者１名発症、（翌日入院） 

・2/25職員 1名罹患が判明。 

・2/26制限後も通いに来ていた利用者１名発症、入院される。同日訪問先で利用者発熱の為受診対応、インフル罹患が判明。 

 スタッフ 1名も受診先でのインフル罹患が判明。通い制限継続。 

・制限中の訪問先での体調不良者なし。職員の体調不良もなしのため、3/1通常の通いを再開。 

・3/2職員１名罹患が判明。2/28に通いで訪問した家庭へその旨説明。体調観察を依頼。 

・制限期間中は物づくりや有償ボランティアも中止。 

＊対策と課題 

・事業所内の湿度低下、受診遅れ、罹患者隔離など対策不十分、罹患者の対応後の除菌対策。訪問前後の除菌対策徹底。 

送迎車へのマスク、アルコール除菌セットなどの設置。スタッフの自己管理。罹患による高齢者への影響を再度考える。 

 

＊2/7より有償ボランティアの受け入れ開始 

・０～3歳までのお子様、ママさん、パパさんを対象として、利用者さんとの交流、フロアの見守り等をしていただく。 

・週 1～2回、11時から 14時頃の時間来ていただき、食事付きで報酬は 1回 1,000円 

・現在まで 4名のお子様、ママさんに来ていただいています。1名は産休中の職員で 4月から復職予定。 

 

（３） 事業所の各月の活動報告 

 

 ☆1月☆ 

避難訓練 

 

 



 

 

 

・夜間想定で長期宿泊者 4名参加。対応職員は夜勤想定職員 1名。 

・自火報発報（火災ベル）から、出火場所特定、通報、初期消火開始→失敗。 

宿泊者誘導開始、各居室から中庭への非難完了まで所要時間 5分 2秒。 

・実際の夜間は利用者の覚醒に時間を要し、視界も悪いため倍以上の時間がかかると思われる。 

・消火器設置場所の再確認、中庭に車椅子で避難する場合、テーブルなどがありスペースが狭く、日ごろからの

避難経路の確保が必要。 

・延焼防止の扉を閉め忘れてしまうなど、ミスもあった。 

・夜勤を経験していない職員や福ちゃんの家が初めて勤務する高齢者施設であるなど、今後周知や訓練で手順を

覚えていく必要あり。 

 

 

 ☆2月☆ 

節分 

  

 

 

 

 

 



☆誕生日ランチ☆ 

 

  

 

☆その他日常の様子 

  



 

 

 

 

  （４）人事 

大宮愛…2/2より入職。介護福祉士。 

平間実喜子…2/13より産休・育児休業に入っています。 

宗内和子…育休明け 4月より復帰予定。 

 

  (5)来年度の運営推進会議について 

 開催日程…別紙参照 

 家族代表…今後新たに 2名のご家族様に依頼行う。 

   

 

 

※次回開催は平成 31年 5月 11日(土)となります。 

 

 



3/15 第 6回 運営推進会議議事録 

 

 

・七郷包括支援センター 矢野様より 

今年度の計画はほぼ終了し、新年度の計画に取り掛かっている。継続して運動教室など開催していく。 

最近は藤田地区からの相談件数が増加している。多くは認知症、精神疾患、知的障害など家族からの相談。 

藤田地区は昔印刷会社職員の団地だったため、当時の職員が高齢化してきているためと思われる。 

 来年度も中荒井、下荒井、藤田、六丁の目など 4地区が重点的な地区となってくる。 

 七郷包括支援センター、及川様（社会福祉士）今月で退職。新たに社会福祉士の採用が決まっている。 

 

・民生委員 渡邊様、吉野様より 

 来年度も地域の行事には福ちゃんスタッフ、利用者様と参加してほしい。 

先日下荒井公会堂ですず薬局と認知症テスト、血管年齢測定、お薬についてなどのサロン開催。80歳代の方が

10 名以上参加されるなど多くの方に集まっていただけた。すず薬局の協力を得ながら今後も継続していきた

い。自ら参加される高齢者はいいが、日中独居の方で外に出る機会の少ない方を対象とした活動を増やしてい

きたい。 

 にじいろマルシェの開催を楽しみにしている。これからも物づくりなど福ちゃんの家に足を運び協力してい

きたい。 

 

・すず薬局 柳様 

 サロンの開催に関わってみると地域の方からは医師には相談できない話が色々と聞かれていた。薬剤師の視

点からアドバイスが出来ると思われるので今後も継続して関わっていきたい。好評だった血管年齢を測定する

機械は前もって連絡いただければイベントや交流会で貸し出すことも出来るので相談してください。 

 

・堀田修クリニック 大山様 

今回のインフルエンザ発生に伴い予防投与を行う対応をとったが、今年を踏まえ来年にも備えていきたい。 

職員では数名インフル発症があったくらいで、大きな院内感染などは防ぐことができた。 

 

・福ちゃんの家代表 福井より 

 子育てボランティアはスタッフの休憩や午後の訪問開始時間と重なる時間帯でもあるため、利用者の見守り

をしていただく事でスタッフにとってフロアの人不足を回避できるメリットがある。参加される親御さんにと

っては、社会性を求めていたり、気軽に子供を連れて行ける場所が少ないなど双方にメリットがあり良い影響

が生み出せている。今後はレジデンスでの開催も検討していきたい。 

 3/8小規模多機能、看護小規模多機能合同での勉強会開催の立ち上げがありました。サービスの向上、小規模

多機能の認知度向上に向けて取り組んでいきたい。 

 春に新卒者採用予定。福ちゃんの家で 1名採用。インターンや博士号取得の職員も未来企画で採用している

ため、アンダンチ、ビーマ、福ちゃんの家など介護予防体操、学習支援など様々な活動をしていく予定。 

 4/1荒井デザインセンターに障害児の児童館として放課後デイサービスを始めていきます。若林区は 10か所

と他の区に比べ設置数が少ない、職員からも設置の要望が聞かれていた。 

 日ごろから福ちゃんの家の活動にご協力いただき感謝しています。今後も物づくりや有償ボランティアなど

地域の方の参加をお願いしたい。 


